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沖縄県における家庭科教育の実態（第Ⅲ報）

－中学校技術・家庭科保育領域の場合一
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Ｉはじめに 平成元年３月15日告示の学習指導要領3)では、

新たに「情報基礎」及び「家庭生活」の２領域が

設けられ、改定前の17領域について基礎的・基本

的な内容の指導の徹底を図る観点から統合整理し、

合わせて11領域で構成された。

履修方法は、Ａ～Ｋまでの11領域から７領域を

履修させる。その場合、「Ａ木材加工｣、「Ｂ電気｣、

｢Ｇ家庭生活｣、及び「Ｈ食物」の４領域について

はすべての生徒に履修させることになった。この

よ'二社会の変化や家庭の機能の変化等に対応すべ

〈新たな領域が設けられた。従来の男女役割分業

に基づく伝統的な家庭科教育から、家庭生活は男

女が協力して築いていくものであるという視点に

立つ家庭科教育へと大きく転換した。具体的には、

前報いでも述べたように家庭科は「人間として生

きていくための基礎となる教科の一つとして」位

置づけられ、また、「男女ともに生活者として自

立できる人間を育成する」上からも男女ともに必

修とすることの必要性が社会的にも認められたの

である。

このような、家庭科に対する社会的要請に対し

て、本県の家庭科教育の実態はどのようになって

いるだろうか。

今回は、技術・家庭科の「保育」領域について

平成元年３月15日告示の学習指導要領において、

家庭科は小学校から高等学校まで一貫して男女必

修の教科となった。

中学校技術．家庭科における男女必修に至る経

過をみると、これまでは、「男子向き」「女子向き」

に区分し、男子には「男子向き」を、女子には

｢女子向き」を必修として履修させていた。

しかし、昭和52年７月23日告示の学習指導要

領!)から「男子向き」「女子向き」の内容上の重

複を整理して領域を17領域（Ａ～Ｉ）に再構成し

男女の別をやめ、便宜上、Ａ～Ｅまでの領域を

｢技術系列｣、Ｆ～Ｉまでの領域を「家庭系列」と

した。履修方法としては、Ａ～Ｉまでの17領域の

中から男女のいずれにも、７領域以上履修させる

ものとした。その場合、男女相互の理解と協力を

図る観点から、男子には技術系列に加えて、家庭

髄域から１領域、女子には家庭系列に加えて、技

術系列から１領域を含めて、履修させるように定

められた。ここに、技術・家庭科の成立以来、男

女別系列の学習を行って約20年を経て、ようやく、

わずかながらでも男子の家庭科学習が実現できる

ことは一歩前進と言える２１。
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Ⅲ結果及び考察①家庭科の新たな方向性に即した教育がなさ

れているだろうか。

②小・中・高一貫性の観点に立った指導が、

各学校段階で確立されているだろうか。

③郷土の生活の実態に即した題材が適切に取

り入れられているだろうか。

この３点を踏まえ、今後の沖縄県の家庭科教育

の望ましいあり方について、その方向性の一端を

提案できればと思い、中学校技術・家庭科の担当

教師を対象に実態調査を行い、以下の結果を得た

ので報告する。

１．基本的属性

１）家庭科の免許所持の有無

全体的には、家庭科の免許を持っているのが7Ｌ

6％を占めているが、家庭科の免許を持たずに教

えているのが28.4％と３割近くを占めている。

地域別では、中頭、島尻、那覇地区はそれぞれ

96.0％、87.5％、81.8％で８割以上が免許を持っ

ているが、八重山は、逆に免許を持たないのが66.

7％の６割強を占めている。次いで、宮古、国頭

は各50.0％であった。

県教育庁の調査によると、年度によって異なる

が中学校の場合、平成７年度は教員190人中、免

許外教員は62人で32.6％、平成８年度は198人中５

４人で27.3％を占めていた。

県では、この免許外教員に対して各教育事務所

単位で研修を行っている。このように家庭科の側

からみると、家庭科を担当する免許外教員は３割

前後を占めている。

一方、本調査の場合、家庭科の教員が免許外の

他教科を担当していると回答したのは、２１人24.0

％で、その内訳は、国語６人、音楽５人、英語４

人、数学、社会、特殊が各々２人であった。地域

的には、国頭６校、八重山４校、中頭、那覇は各々

３校、島尻、宮古は各々２校であるが、ほとんど

が離島や僻地の小規模校であった。

Ⅱ調査の概要

１．調査方法：技術・家庭科の「保育」領域につ

いて、担当教師対象にアンケート調査を実施し

た。

２．調査の期間：1996年７月～８月

３．調査対象、属性人数及び回収率は、表１の通

りである。

県下の中学校の技術・家庭科担当教諭156人を

対象にアンケート調査を実施した。有効資料88人

について分析を行った。回収率は56.4％で低かっ

たが、過半数を越えた回答があったので一定の方

向は把握できるものと判断した。

表１調査対象及び属性人数（中学・保育）

表２家庭科の免許所持の有無（中学・保育）
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表４家庭科担当者の経験年数（中学・保育）２）家庭科担当者の身分

家庭科担当者の身分は、教諭85.1％で８割強を

占めている。臨時的任用は少なく8.0％、非常勤

講師は6.9％となっている。地区別でも同様の傾

向にあるが、中頭の場合、非常勤講師の割合が多

く20.0％を占めている。

表３家庭科担当者の身分（中学・保育）

（）％

４）家庭科担当者の年齢

家庭科担当者の年齢は、５０代が多く40.0％、次

いで30代21.8％、２０代は20.7％、４０代16.1％の順

であった。地区別では、宮古、八重山、島尻以外

は50代が最も多く、那覇63.6％で６割以上、他は、

中頭48.0％、国頭40.0％であった。宮古は30代が

62.5％を占め、八重山は40代が多く33.3％、全体

的に都市地区は年齢が高く、離島や国頭地区は低

い傾向にあった。

（）％

３）家庭科担当者の経験年数

家庭科担当者の経験年数は、１６年以上が最も多

く51.7％で過半数を占めている。次いで、２～５

年の17.2％、６～10年13.8％、１１～15年9.2％の順

であった。地区別では、国頭、那覇、中頭は全体

と同様の傾向にあり、それぞれ66.7％、63.6％、

56.0％で過半数を占めているが、島尻は、１６年以

上は37.5％で４割未満、２～５年25.0％が高く経

験年数の幅が広い。八重山は、他地区と異なり６

～10年が82.3％で最も多く経験年数の短い教員が

多い傾向にある。

表５家庭科担当者の年齢（中学・保育）

（）％
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３）保育領域の授業時数

保育領域の授業時数は、全体的には20～25時間

を当てているのが多く48.7％、次いで、３５時間以

上が24.4％、２６～30時間14.1％と、ほとんどが２０

時間以上を当てているが、１９時間以下が11.5％あっ

た。

最近の中学生は家庭においては、きょうだい数

が少なく弟妹の世話をする機会もない。また、地

域社会においても同様に幼少の子ども達との接触

経験が得られない状況にある。そのために、おや

つや絵本作りの実習だけでなく幼稚園や保育所等

における体験学習が必習ではないかと思われる。

中学校指導智技術・家庭編`)によると、各領域

に配当する授業時数については、「Ｇ家庭生活」

及び「Ｈ食物」の各領域はそれぞれ35単位時間

を標準とし、それ以外の各領域はそれぞれ20単位

時間から30単位時間までを標準とするとなってい

る。

先にも述べたように、幼稚園や保育所での体験

学習、実習等を取り入れると19時間以下では無理

な面があると思われる。

２．家庭科の指導の実態

１）家庭科の指導体制

家庭科の指導体制は、「１人で指導」している

のが59.6％で最も多く、次いで、「２人で指導」

が1ａ6％、「家庭科と他教科の指導を兼ねている」

25.0％となっている。先に述べた免許外教科の担

当が多かったことと関連している。免許外教科の

担当問題は、小規模校の抱える大きな課題である

が、当該教科の教育目標や内容等を十分に把握し

て指導に当ることを期待したい。

表６家庭科の指導体制（中学・保育）

表８－１保育領域の授業時間数（中学・保育）

（）％

２）保育領域の履修学年

保育領域の履修学年は、３学年での履修が97.3

％と圧倒的に多く、１学年及び２学年での指導は

中頭に各１校のみであった。

表７保育領域の履修学年（中学・保育）

（）％

４）保育領域の履修形態

保育領域の履修のさせ方は、「男女共に履修」

が55.2％で過半数を占めているが、「女子のみ」

に履修させているのも44.8％あった。
数字＝実数
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改定前の学習指導要領では、男子と女子で履修

の範囲が異っていたが、現行の学習指導要領で

は`)男女同一の取り扱いとなっている。また、家

庭の機能の変化等に対応するため新しい領域とし

て「家庭生活」を設け、家族の生活、家庭の経済、

家庭の仕事などに関する実践的・体験的な学習を

通して、自己の生活と家族の生活との関係につい

て理解させ、家庭生活をよりよくしようとする実

践的な態度の育成を目指している。この観点から

みて家庭生活は男女で築いていくものであり、保

育領域も男女共に履修させることが望ましいと考

える。

３．保育領域における実習及び体験学習の実態

１）遊具について

(1)遊具製作の有無及び製作品

遊具の製作実習を取り入れているのは、69.0％

で約７割近くを占めている。製作品としては、最

も多いのが「動物のぬいぐるみ」で27人、次いで

｢絵本」２５人、「パズル」１９人、「ポール」１８人、

｢お手玉」１５人、「紙芝居」「人形」「サイコロ」各

７人、その他、紙（竹）トンボ、ゴムてつぼう、

水てつぽう、てまり、廃品利用のおもちゃ、カラ

カラ三味線等数多くの作品が上げられているが、

中には、保育領域の製作実習の面からみると検討

を要するのもあった。

表８－２保育領域の履修形態（中学・保育）

表９－１遊具の製作の有無（中学・保育）

数字＝実数

５）保育領域の学習形態

保育領域の学習形態をみると、「男女別学」の

学習形態が59.8％で多く、「男女共学」は39.0％

であった。４）の履修形態を反映して、保育は女

子に必要な領域との意識が伺える。

数字＝実数

(2)遊具の製作について

遊具の製作は、「普段の授業」で行っているの

が56.2％で最も多かった。次いで、「夏休み」の

課題にしているのが20.6％、「授業と夏休み」８．８

％の順で、ほとんどの教師が普段の授業の中で製

作させている。表８－３保育領域の学習形態（中学・保育）

表９－２遊具の製作について（中学・保育）

数字＝実数

数字＝実数

－１６９－

総数

総数はいいいえ

８７４８３９

(100.0）（55.2）（44.8）

国頭１６９７

中頭２５１６９

那覇１１５６

島尻１６５１１

宮古７２５

八重山１２１１１

総数

総数はいいいえ

８７６０２７

(100.0）（69.0）（31.0）

国頭１６９７

中頭２４１８６

那覇１１１０１

島尻１６１０６

宮古８５３

八重山１２８４

総数

総数男女共学男女別学一部共学

8２３２４９１

(100.0）（39.0）（59.8）（Ｌ２）

一
一
一
一
１
’

⑫
田
４
ｍ
５
２

３
９
４
４
２
ｍ

咀
蛆
ｍ
ｕ
８
ｍ

頭
頭
覇
尻
古
山重

国
中
那
島
宮
八

総数

総数殿o糠で夏休み擬+鮴8'その他

6８４５１４６３

(100.0）（56.2）（20.6）（８８）（4.1）

国頭８５３

中頭２０１３４２l

那覇1０６２２

島尻11８１１１

宮古８４２２

八重山１１９２
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(5)郷土の遊具指導で地域の老人活用の有無

郷土の遊具指導で地域の老人を招いて指導を受

けたことがあるのは、著しく少なく７人で10.6％

であった。実施しているのは、中頭、那覇、宮古

の３地区であった。また、指導形態としては、す

べて老人を学校へ招いての指導であった。

老人に学んだ作品としては、ほとんどが自然物

を利用したものである。たとえば、「すすきの穂、

マーニ、アダン、ソテツ」を利用して、「ふくろ

う、馬グワー、風車、時計、ポール、竹とんぼ、

虫寵、ハプグワー、ぞうり、ほうき」等や「水テッ

ポウ」「竹馬」「お手玉」などの伝統的な作品が多

い。

中には、老人ホームへいく、ボランティア委員

が老人から習って作ったものを発表させている学

校もあった。

このように、地域の老人から学ぶことは、単に、

古いものの作り方を学ぶというだけでなく、老人

との交流を通して地域の文化を伝承する面からも

大切なことである。

(3)遊具製作における地域素材の導入の有無

地域の素材を取り入れているかをみると、「取

り入れている」は10.2％の約１割でほとんどの教

師は取り入れていない。

実習作品としては、自然物を利用した「松ポッ

クリの人形」「わら人形」「アダン葉の風車」「ふ

くぎの葉のゾウリ」「砂糖きびの葉のきざ舟」「ジュ

ジユ玉の首飾り」「そてつの葉の虫髄」「ソテツの

実の笛や飾り」「花の首飾り」等であった

表9-3遊具製作で地域素材導入の有無（中学･保育）

数字＝実数

(4)郷土の遊具を教材として指導したか

郷土の遊具を教材として取り上げているのは、

著しく少なく11.4％、国頭、八重山は皆無であっ

た。また、取り入れている場合の作品としては、

自然物を利用した「ソテツの葉の虫髄・花瓶・」

｢アダンの葉の虫・馬・風車」等の簡単なものか

ら「沖縄のてまり」が上げられている。これらの

郷土の遊具の指導には、時間数を要するのもあり

選択教科の「刺しゅう」との乗り入れを検討して

いるとの回答もあった。また、地域の老人学級、

退職教員等の導入活用も考慮しているのもあった。

表９－５遊具製作での地域の老人の活用（中学･保育）

数字＝実数

(6)製作した遊具の活用方法

遊具の活用方法としては、「幼稚園に持っていっ

て一緒に遊んだ」が多く32.8％、「その他」２７．９

％で親戚や近所の子どもにあげたとなっている。

｢生徒個人でもっている」26.2％、「学校で保管」

13.1％であった。

保育学習における実習作品の活用方法は、実際

に子ども達との交流に用いることによって、子ど

もへの理解が深まり実習の趣旨が生かされるわけ

で、生徒のための遊具製作ではないのである。

表９－４郷土の遊具を教材として指導したか（中学･保育）

数字＝実数

－１７０－

総数

総数取り入れている取り入れていない

8８９７９

(100.0）（10.2）（89.8）

国頭１６７

中頭２５３２２

那覇１１２９

島尻１６１１５

宮古８２６

八重山１２１１１

総数

総数はいいいえ

6６７５９

(100.0）（10.6）（89.4）

国頭１０１０

中頭１８２１６

那覇９１８

島尻１３１３

宮古７２５

八重山９２７

総数

総数指導している指導してい‘い

8８１０７８

(100.0）（11.4）（886）

国頭１６１６

中頭２５６１９

那覇１１１１０

島尻１６２１４

宮古８１７

八重山１２ １２
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表９－６製作した遊具の活用方法（中学・保育） (2)おやつ作りの指導時間

おやつ作りの指導時間は、４～６時間が48.1％

で多く、次いで２～４時間35.4％、６～８時間11.

4％、８時１１１１以上が3.8％であった。

表１０－２おやつ作りの指導時間（中学・保育）

数字＝実数

２）おやつについて

(1)おやつ作りの実習の有無

おやつ作りは、多くの学校で実施され98.8％で

著しく多い。

表１０－１おやつ作りの実習の有無（中学・保育）

数字＝実数

(3)おやつの実習

おやつの実習では、カップケーキが69.9％、クッ

キー55.4％が目立って多い。次いで、お好み焼き

20.5％、ミルクゼリー、カスタードプディングが

各々12.0％であった。その他、蒸しケーキ、フルー

ツケーキ等のケーキ類の実習も多かった。
数字＝実数

(中学・保育）表1０－３おやつの実習

数字：実数複数回答

－１７１－

総数

総数報で鰭j力魍'二待つ蛾6Ｗその他
ていった

6１８２０１６１７

(100.0）（13.1）（32.8）（26.2）（27.9）

１
４
３
４
２
３

２
４
４
２
１
３

３
，
２
１
１
３

’
１
１
４
’
２

６
四
ｍ
ｕ
４
ｎ

頭
頭
覇
尻
古
山重

国
中
那
島
宮
八

総数

総数
１時間
未満

２～イイ～６６～８８～

7９１２８３８９３

(IⅡ.O）（1.3）（354）（48.1）（11.4）（3.8）

国頭１６１９４１１

中頭２３５１５３－

那覇１０４４２

島尻１４５８l

宮古６３１１１

八重山１０－２６１１

総数

総数はいいいえ

８３８２１

(100.0）（98.8）（1.2）

国頭１６１６

中頭２４２３１

那覇1111

島尻１５１５

宮古６６

八重山１１１１

総数
カップ

ケーキ
クッキー

お好みミルクカスタードカステラロールサンド
焼きゼリープディングプディングイソチ

その他

8３５８４６１７１０１０６５３３
(100.0）（69.9）（55.4）（20.5）（12.0）（12.0）（7.2）6.0）（39.8）

国頭 1６１０９４２３２１４

中頭 2３１９１５４３１１２

那覇 1111５２２５

島尻 1５６７１１２６

宮古 ７５４１１１３

八重山 1１７６５４２３３
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(2)体験学習の方法

体験学習の方法としては、「生徒各自で観察」

が29.3％で多く、これは、生徒各自近所の幼児を

課題を持って観察し報告をする方法である。次い

で「グループ別」27.6％で、クラスの生徒をいく

つかのグループに分け、それぞれ異なったテーマ

で取り組ませる方法である。「保育所見学」２０．７

％の３つの方法が目立って多かった。

全体的にみて、「保育所実習」「幼稚園実習」な

ど実際に幼児とふれあう体験学習は少なかった。

実習を通しての体験学習は、学校の近くに保育所

や幼稚園などの施設があれば普段の授業の中に位

置づけることが容易であるが、近くに施設が無い

場合は、夏休み等を利用してぜひ取り入れて貰い

たいものである。

(4)郷土のおやつ指導の有無

郷土のおやつを指導しているのは、47.0％で半

数近くが取り入れている。取り入れているものと

しては、最も多いのが「チンビン」「ポーポー」

｢サーターアンダギー」「ぐずもち」が目立って多

い。その他パパイヤゼリー、やまいもカステラ、

三月菓子、田芋パイ、ウムニー、ヒラヤチー、ティ

ポンポン（餅粉、ざとう、さつまいもをこれて手

の平でボンボンと形を整えて揚げたもの）紅芋菓

子等の外、中身汁、そば等のおやつとしてはどう

かと思われるのもあった。また、サーターアンダ

ギーなどは中学生の題材としては技能的に無理で

はないかと思われる。

表１０－４郷土のおやつについて（中学・保育）

表１１－２体験学習の方法（中学・保育）

｜l

liiLJ
数字＝実数

３）体験学習について

(1)幼児観察や体験学習の実施

幼児観察や体験学習を実施しているのは、５３．８

％で過半数の学校で実施してる。

表１１－１体験学習について（中学・保育）

数字＝実数

(3)体験学習の実施時期

体験学習の実施時期をみると、「授業の中」が

最も多く50.0％、「長期の休み」30.8％出多く、

｢放課後」13.6％、「土曜日」5.8％の順であった。

数字＝実数

－１７２－

総数

総数取り入れている1Ｍ入れていない

8５４０４５

(100.0）（47.1）（52.9）

国頭１５５１０

中頭２４１１１３

那覇１１６５

島尻１６５１１

宮古７４３

八重山１２９３

総数

鶴激舶で鮪所保育ｉ１ｉｌｉｉ稚ＩＨｌｊ力繩グループ
iｉ尊見学蝿見学鶏１Ｍ

5８１７１２５４４１６

(100.0）（29.3）（20.7）（8.6）（6.9）（6.9）（276）

国蔚 1３６１４－－２

中蘭 1４３４１１２３

柵ｌｉｌ ９４１－１１２

島尻 ９１３－－１４

宮古 ６１２－1－２

ハ童山 ７２１－１－３

総数

総数実施している実施していない

8０４３３７

(100.0）（53.8）（46.3）

国頭１５９６

中頭２４１４１０

那覇９５４

島尻１５７８

宮古７４３

八重111１０４６
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表１１－３体験学習の実施時期（中学・保育） 表１２高等学校「保育」領域理解の有無（中学・保育）

数字＝実数 数字＝実数

(4)幼児観察等の体験学習以外の校外学習の有無

既述の体験学習以外の実習としては、次のよう

なものが上げられていた。

①中２の進路指導の一環として職場訪問実習を

保育所で実施

②産婦人科病院で実習

③産院見学

④児童センター、児童公園等

(5)．保育学習で使用している視聴覚教材

保育学習で使用される視聴覚教材としては、ビ

デオが多かった。最も多いのは「幼児の発達」に

関するもので、「さぐらんぼ坊やシリーズ」「幼児

の心身の発達」「山下家の五つ子ちゃん」「一人で

できる」等であった。次いで「生命の創造」に関

するもので「生命の誕生」「妊娠と出産」「受胎の

神秘」「十代の妊娠」「胎内からの出発」等、次は、

｢生活習慣』、つづいて「幼児の生活（遊び)」で

｢遊びと友達」「幼児の生活と遊び｣、その他、絵

本、写真、狼に育てられた子、イギリスのある家

庭生活等であった。数多くのビデオ教材が上げら

れているが、中学校段階の保育領域の資料として

は検討を要するのもあった。

４．高等学校「保育」領域の理解

高等学校の「保育」領域の理解をみると、「十

分知っている」と答えたのは、18.4％で２割近く

を占め、「十分とはいえないが知っている」は56.

3％で過半数を占めているが、「知らない」も25.5

％であった。全体的に高等学校の保育領域に対す

る理解度は低かった。

５．中・高一貫性の観点に立つ指導の有無

中・高一貫性の観点に立って指導していると答

えたのは35.7％で、いいえが42.9％で４割強を占

めていた。分からないと答えたのも21.4％みられ

た。現在、各教科において小・中.高の一貫性の

観点に立つ指導が求められているが、今一度、こ

のことを再検討する必要があるのではないだろう

か。家庭科教育の目指す「生活の自立」を図ろた

めには、各学校段階で押さえるべき基礎的・基本

的事項を十分に習得させる必要がある。

表１３中高一貫性の観点に立つ指導の有無(中学･保育）

数字＝実数

６．保育領域の指導で困難な点

指導上の困難な点としては、多くの意見が出さ

れているが、これを意見の多い順にまとめると次

のとおりであった。

－１７３－

総数
長期の

休み
放課後土曜日授業中

5２１６７３２６

(100.0）（308）（136）（5.8）（50.5）

国頭 1３７１５

中頭 1０３１６

那覇 ８４１３

島尻 ９１１１６

宮古 ５１１３

八重山 ７１２１３

総数

総数十分知っ十分とは知らない
ているいえない

8７１６４９２２

(100.0）（18.4）（56.3）（25.3）

国頭１６１１５

中頭２５４１６５

那覇１１８３

島尻１５１１０４

宮古８－５３

八重山１２５７

総数

総数はいいいえ分からない

8４３０３６１８

(100.0）（35.7）（42.9）（21.4）

国頭１６６６４

中頭２３１３５５

那覇１１３６２

島尻１５５７３

宮古８２５l

八重山１１１７３
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るのが59.6％で多いが、免許外教科の担当も

25.0％みられた。

②保育領域の履修学年：３学年での履修が９７．

３％を占めていた。

③保育領域の授業時数：全体的には、２０～２５

時間が48.7％で多く、妥当な時間配当をして

いるが、中には19時間以下もあり検討を要す

るところもあった。

④保育領域の履修形態：男女共に履修が55.2

％で多いが、女子のみに履修させているとこ

ろも44.8％もあり、女子のみでは現在の家庭

科教育の趣旨に沿わないので検討が必要であ

る。

⑤保育領域の学習形態：「男女別学」が59.8

％で最も多く、「男女共学」は39.0％で先

の履修形態を反映した結果となっている。

３．保育領域における実習及び体験学習の実態

１）遊具について

①遊具製作の有無と製作品：遊具の製作を取

り入れているのは69.0％で、「動物のぬい

ぐるみ」「絵本」「パズル」「ポール」「お手玉」

等が多い。

②遊具の製作実習の方法：「普段の授業で」

実施しているのが多く56.2％、「夏休み」２０．

６％である。

③地域の素材導入の有無：取り入れているの

は10.2％と低率である。導入している素材と

しては、自然物を利用した「松ポックリの人

形」「わら人形」「アダン葉の風車」「ふくぎ

の葉のゾウリ」等である。

④郷土の遊具を教材として指導：教材として

導入しているのは11.4％と低い。

⑤郷土の遊具指導で地域の老人の活用：活用

したのは、１０６％で、ほとんどが自然物を利

用した、風車、時計、竹とんぼ、ぞうり、ほ

うき等の伝統的なものである。

⑥作品の活用方法：「幼稚園、親戚、近隣の

子あげた」が６割以上を占めている。

２）おやつについて

①おやつ作りの実習の有無と指導時数：おや

つ作りは988％が実施しいる。指導時数は、

４～６時間が多く48.1％、２～４時間35.4％

である。

１）指導法に関する問題

・男女共学での保育の指導は難しい。女子のみの

場合は具体的な指導ができた。

・教師自身が子育ての経験がないので、生徒の質

問に適切に答えられない。

・命の大切さ、性の問題など、生む性、育てる母

性を自覚させられるか、現状では保育以前に女

性の生き方を考えさせないといけないと思う。

・保育学習に興味・関心を示さない、特に、男子

に意欲・関心を持たせるのが難しい。

・学校の近くに保育所や幼稚園がなく、体験学習

ができない。

・保育の授業（教科瞥の内容）と実際の幼児との

違い、即ち個人差があり保育実習で戸惑う面が

多々あった。

・中学３年になると、学習塾へ通う生徒が多く放

課後等の時間確保が難しい。

２）設備面の問題

・資料が少ない。

・ビデオ等の視聴覚教材がなく、高価で入手しに

くい。

以上主な点を上げたが、ほとんどの教師の意見

は指導上の困難さを訴えるものが多かった。

Ⅳ要約

沖縄県における中学校技術・家庭科保育領域の

指導の実態について述べてきた。その結果を要約

すると次のとおりである。

１．基本的属性：家庭科の免許の所持率は71.6％

であるが、免許外が28.4％の３割近くを占めてい

る。免許外教科の担当問題は、家庭科の免許を持

たない教師が家庭科を教えている場合と家庭科の

教師が免許のない他の教科を教えている場合があっ

て、国語、音楽、英語、数学、社会等で離島や僻

地の小規模校に多い。

身分は教諭が多く85.1％、経験年数は、全体的

には16年以上が51.7％で多いが八重山では経験年

数の短い教員が多い。年齢は、５０代が40.0％で多

く、全体的に都市地区は年齢が高く、離島や国頭

地区は低い傾向にあった。

２．家庭科の指導の実態

①家庭科の指導体制：「１人で指導」してい
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②おやつの実習：カップケーキ69.9％、クッ

キー55.4％が目立って多い。

③郷土のおやつ指導の有無：指導しているの

は、47.0％で「チンビン」「サーターアンダ

ギー」「ポーポー」「〈ずもち」が多いが、

「サーターアンダギー」などは、中学生の題

材としては技能的に無理ではないかと思われ

るのもあった。

３）体験学習について

①体験学習の実施：実施しているのは53.8％

で過半数の学校で実施している。

②体験学習の方法：「生徒各自で観察」が

29.3％、「グループ別」27.6％、「保育所見学」

20.7％で生徒各自での観察学習が多く、「保

育所実習」「幼稚園実習」等の実際に幼児と

ふれあう体験学習は少ない。

③体験学習の実施時期：「授業の中」が多く

50.0％、「夏休み」30.8％が目立って多い。

④体験学習以外の校外実習：進路指導の一環

として職場訪問実習を保育所で実施、産婦人

科病院での実習、産院見学、児童センター、

児童公園等があった。

⑤保育学習で使用している視聴覚教材：ビデ

オ教材が多く、特に「さぐらんぼ坊やシリー

ズ」「幼児の心身の発達」等であった。

４．高等学校「保育」の領域理解：「十分知って

いる」は18.4％、「十分とはいえないが知ってい

る」５６．３％であるが、「知らない」も

25.5％あり理解度は低い。

５．中・高一貫性の観点に立つ指導：一貫性の観

点に立って指導しているのは35.7％、「いいえ」

｢わからない」が６割り以上を占めている。基礎・

基本の定着を図り指導の効果を上げるには、各学

校段階の指導内容を見通した指導の姿勢が求めら

れる。

６．保育領域の指導で困難な点

１）指導法に関する問題：「男女共学で具体的な

指導は難しい」「保育学習に関心がない」「体験学

習がやりにくい」等である。なかには、「生む'性、

育てる母性」をどれだけ自覚だせられるかを上げ

ているが、これは技術・家庭科での保育領域の指

導の「程度と範囲」を越えており、今一度、発達

段階に即した保育領域の指導のねらいを確認する

必要があるのではないだろうか。

２）設備面の問題：資料が少ない、ビデオ等の聴

覚教材が少なく、高価で入手しにくい等が上げら

れているが、地区別に、グループで教材開発をす

るなどの取り組みである程度の解決ができるので

はないかと思われる。

謝辞本研究をまとめるにあたり、お忙しいなか調

査にご協力くださいました、沖縄県の中学校技術・

家庭科担当の先生方に厚くお礼申しあげます。
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